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項番 品　　名 メーカー 型番・規格
同等品
の可否

数量 単位 納入期限 納入場所

1
レサシアンQCPR

 全身充電式
Laerdal 171-01260 否 2 台

2
SimPadPLUS

スキルレポータ
Laerdal 206-30001 否 2 台

特記事項

県央地域調達情報

納品時に連絡をすること、詳細については別紙参照

令和7年6月13日

総合防災センター
防災管理棟２階事務所内
（厚木市下津古久280）

エレベーターあり
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令和７年度 蘇生訓練用人形及び操作端末仕様書 

第１ 総則 

１ 目的 

この仕様書は、神奈川県総合防災センター（以下「発注者」という。）が令和７

年度に調達する蘇生訓練用人形及び操作端末の機能、性能及びこれらに関する一

切の仕様について定めることを目的とする。  

 

２ 概要 

   調達予定の蘇生訓練用人形及び操作端末は、消防職員教育で行う傷病者への観察

や処置を訓練及び評価するものである。 

     

３ 構成 

（１）蘇生訓練用人形（付属品を含む） 

（２）操作端末（付属品を含む） 

 

４ 打 合 せ  

受注者は、原則として契約締結後２週間以内に仕様内容等について発注者の担当

職員等と十分な打ち合わせを行った後に外注に着手すること。 

また、その後も発注者が必要と判断した場合には、打ち合わせを実施すること。 

 

５ 納入期限 

  令和７年６月 13 日（金） 

 

６ 納入場所 

厚木市下津古久 280 番地 神奈川県総合防災センター ２階事務所内 

 

７ 同等品に関する問い合わせ先及び検査職員 

  神奈川県総合防災センター 副所長（兼管理課長）及び管理課職員 

  TEL 046-227-0001  FAX 046-227-0027 

 

８ そ の 他  

納 品 に 当 た っ て は 、 本 仕 様 書 を 吟 味 し 、 不 明 な 点 は 発 注 者 に 確 認 し 、  

 内 容 を 十 分 熟 知 の う え 行 う こ と 。 ま た 、 本仕様書に記載がなくとも、不備 

 及び改良の必要がある場合には、 発 注 者 と 受 注 者 で 協 議 す る も の と す る 。  

 

第２ 規格等 

 １ 蘇生訓練用人形 

（１） 次の項目について訓練が可能なもの。 

ア 頭部後屈、顎先挙上、下顎挙上による気道確保 

イ 人工呼吸 

　別紙　
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ウ 胸骨圧迫心臓マッサージ 

エ 胸部の上昇、下降による換気状態の確認  

オ 剣状突起及び肋骨下端部の触知 

カ 総頚動脈の触知 

キ 搬送および救助 

（２）搬送トレーニング用の腕と脚、外傷トレーニング用の腕と脚、 IV トレーニ

ング用の腕、止血トレーニング用の脚がオプションで用意され、工具を使わず

に取り付けできる。 

（３）充電式内蔵リチウムイオンバッテリ、繰り返し使用でき、屋外でのトレー

ニングにも対応。 

（４）電源接続でも使用できる。 

（５）頚椎固定用具が使用できる。 

（６）操作端末と Bluetooth 接続ができることで安定した接続を実現。 

（７）気道確保の手段として頭部後屈、顎先挙上、下顎挙上ができる。  

（８）換気状態が胸部の上昇、下降により確認できる。 

（９）頚動脈拍動をシミュレートできる。  

（10）一方向弁つきのディスポーザブルの気道及び肺を有するもので、訓練実施

者への感染防止ができる。 

（11）スプリングを交換することにより、異なった体格の患者に対する圧迫の力

のトレーニングができる。 

（12）スマートフォンやタブレット用のアプリ（ラーナー、インストラクター両

方）に接続することができる。 

 

２ 操作端末 

（１）受講者モード、インストラクターモードを選択でき、さまざまな使用者の

需要にこたえることができる。 

（２）Bluetooth 接続でき、ポータブルでの使用が可能である。  

（３）胸骨圧迫の深さ、リコイル、速さ、換気量をリアルタイムで視覚的にフィ

ードバックできる。 

（４）サマリー画面で客観的数値に基づく結果がそれぞれの手技に関して表示さ

れ、細かなディブリーフィングが可能である。 

（５）CCF の表示ができる。 

（６）データが保存できる。 

（７）1 台で最大 6 体までのマネキンと接続可能である。 

（８）PC へデータをエクスポートできる 

（９）専用アプリケーション使用により、 CPR データを視覚的にデータ化するこ 

とができる 

（10）ガイドラインの数値の変更、カスタマイズが可能である。  


